
組織目標評価報告書（平成２５年度）

部局名：
大学院医歯薬学総合研究科
歯学系（基礎系・臨床系）・病院教員

①教育領域 自己評価

目　標 目標の達成状況（成果）及び新たに生じた課題への取組
（部局での検証とそれに対する取組）

　②-1　目標 １）　歯学系融合型研究の推進
　●歯学部将来構想検討ＷＧ会議を開催し，若手教官が自主的に研究セミナーを開
催する「バイオフォーラム」が順調に活動した。
　●平成25年６月に，歯学部先端領域研究センターを設置した。本センターの活動に
は，基礎と臨床研究の融合，トランスレーショナル研究の推進が含まれている。本セン
ターには，機能系や形態系共同研究室に所属している助教に加えて，退職される滝
川教授が特任教授として着任する予定である。

２）　新しい学際研究の推進
　●理化学研究所との連携で進めている「分子イメージング科学」に関しては，医学
系，薬学系とともに研究交流を積極化させ，文部科学省　岡山分子イメージング高度
人材育成事業を遂行するとともに，平成２５年度　文部科学省　特別経費（プロジェクト
分）で，「分子イメージング・マイクロドーズ（第０相）臨床試験体制を擁する分子標的
治療研究・教育拠点の構築ー理化学研究所との連携ー」が採択された。
　●リン酸化プルランを用いた，①殺菌剤デリバリー型の口腔ケア製品，②接着性を
有する生体吸収性（骨置換型）の骨補填材， ③埋植型医療機器に薬剤を融合したコ
ンビネーションプロダクト，④薬剤の徐放を精密制御できるドラッグデリバリーシステム
など，産学官連携プロジェクトがスタートしている。各医用材料，医療機器に関しても
A-STEP起業挑戦タイプ（1.65億円／3年）や復興促進A-STEP（800万円／1年）を始め
様々な支援を受けて開発を進めている。また，本プロジェクトは革新的医薬品・医療機
器・再生医療製品実用化促進事業（筑波大学班：整形・歯科領域，コンビネーションプ
ロダクト）より薬事に関する支援も受けており、国内でも有数の産学官連携プロジェクト
となっている。

１）　歯学系融合型研究の推進のための先端歯学研究センター（仮称）の設
置と整備
　（背景：歯学系独自の研究の推進と次世代の研究・教育者の育成のため）
　歯学系内での基礎研究と臨床研究の橋渡し（トランスレーショナル・リサー
チ）の体制構築と人員配置方法について検討する。
２）　新しい学際研究の推進
　（背景：理化学研究所等との連携に参画するため）
　医療系学部としての学際研究のあり方について検討する。医療系部局（医
学系・薬学系）との研究交流をさらに活発化させ、新たな研究シーズの発見
とその応用に向けた取り組みを開始する。

　②-2　目標とする（重要視する）客観的指標
１）論文の平均引用度数
２）その他

②研究領域 自己評価

　①-1　目標 １）　大学院履修コースの充実
　●一般コースおよび臨床専門医コースの各分野シラバスを充実させた。
　●基礎系分野と臨床系分野が協力して，融合研究を進めることができるよう，委託
教授制度を確立した。
　●特徴的な連携講座として，分子イメージング科学（理化学研究所），総合感染症学
（国立感染症研究所），長寿医療科学（国立長寿医療研究センター），レギュラトリーサ
イエンス学（医薬品医療機器総合機構）を設置した。分子イメージング科学に関して
は，文科省の「岡山分子イメージング高度人材育成事業」として，１０月５日，６日に講
義シリーズを開催した。
　●臨床専門医コースの１年目に受講することを必須化した「研究デザインワーク
ショップ」の参加者を全国公募して，８月３日，４日に開催した。
　●留学生の増加に対応して，５月〜６月にかけて１２回，英語の授業である「メディカ
ルサイエンス講義シリーズ」を開催した。

２）　優秀な大学院生の育成
　●全国的に優秀な大学院生を集めて開催する先端歯学研究サマースクールに参加
し，他大学との連携強化に努めた。
　●医歯薬学の融合研究をさらに進めるため，「ブレインストーミング in 牛窓」に参加
し，他分野の研究に触れる機会を増やし，モチベーション向上に成功した。

３）　大学院生の確保
　●本年度も大学院の説明会を研修医や臨床実習生に向けて開催し，歯学系の責任
枠を超える大学院生（３８名［責任枠：３２名］）の確保に成功した。
　●部局間交流協定を結んだハイフォン医科大学に，学部長と大学院生が訪問し，ベ
トナム歯学研究コンソーシアムを設立，大学院生や交流研究員のリクルートを行った。
また，この活動をベースにして，平成25年度国費外国人留学生の優先配置を行うプロ
グラムに申請を行った。

４）　学務機能の電子化の推進
　●大学院ＧＰ事業で開発した大学院ポートフォリオシステムの改修のため，大学院
学務システム電子化ＷＧ委員会を継続的に開催し，大学院生や学務担当事務にとっ
て使いやすいシステムに改修するとともに，広報システムとの連携，英語化を進めた。

１）　大学院履修コースの充実
　（背景：大学院生のニーズの多様化と融合型教育に対応するため）
　一般コースと臨床専門医コースを中心とする履修コースを充実させる。基
礎系・臨床系分野が協力し歯学系独自の研究（融合型）と教育を推進する．
研究デザインワークショップを歯学系として継続する。留学生の増加に対応
して，一部の授業の英語化を試みる。
２）　優秀な大学院生の育成
　（背景：大学院生の自学自習のモチベーションを上げるため）
　大学院生の研究、国際学会出席、短期留学を推奨し、国際的に通用する
研究能力を持つ大学院生の育成を進める。若手教官による大学院生のた
めのセミナーを自立的に開催させる。国内外の他大学との連携強化に努め
る。
３）　大学院生の確保
　（背景：研究マインドを醸成し，研究活動を活性化するため）
　歯科研修医等の研究マインドの醸成に努める。一般コース，臨床専門医
コースの説明会を学部生や研修医に向けて行い，大学院生の確保に努め
る。交流協定を結んだ大学等から優秀な大学院生の留学を促進すべく，国
際交流事業を促進する。
４）　学務機能の電子化の推進
　（背景：大学院生の履修自己管理を可能とするため）
　大学院のポートフォリオシステムのブラッシュアップを行う。

　①-2　目標とする（重要視する）客観的指標
１）大学院生のためのセミナーの開催数
２）その他

　全般的には，全国国立大学歯学部の中でも，研究業績，科学研究費の取得状況，産学官連携，多職種連携教育など状況はよい。来年度は，国際交流事業をさらに進め
るべく，国際シンポジウムを開催予定である。

　③-1　目標 １）　医科との診療連携を推進する
　●医療支援歯科治療部やスペシャルニーズ歯科センターは，岡山大学病院におけ
る多職種連携活動の歯科的な核になるべき組織である。医療支援歯科治療部は，助
教２名体制でスタートしたが，歯科の健康保険に周術期管理料が導入されたこともあ
り，准責任者である１名には准教授ポストが与えられた。

２）地域の医療機関との連携を促進し，中核病院としての機能の充実を図る。
　●大学病院では，教育資源の適切な確保の重要性を強調しても強調しすぎることは
ないが，地域の中核病院としての後方支援機能も強化する必要がある。地域から，難
易度が高い患者を紹介していただくシステム作りをするために，岡山県の晴れやか
ネットへ参画した。
　●口腔検査センターを開設し，地域の歯科医師の口腔検査の需要に応えるシステ
ム作りを開始した。また，本センターの一部にインフォームドコンセントを行う部屋の整
備を行った。

３）各専門診療科は増収に努めた結果，歯科診療報酬請求総額は，ここまでのところ
前年度比増額で着地した。また，医療費率の軽減に継続して努力している。

４）画像診断システムのデジタル化に対応した医療情報システムに改修した。

５）研究の項目の２）が良い例であるが，他にも，多数の臨産学官の連携により，新し
い医療機器や治療薬の研究が進んでいる。

１）　医科との診療連携を推進する
　（背景：多職種の医療連携を促進するため）
　　医科との医療連携の推進のため，医療支援歯科治療部やスペシャル
ニーズ歯科センターの活動を推進し，新たな人材の育成、教育、研究の充
実を図る。
２）　地域の医療機関との連携を促進し、中核病院としての機能の充実を図
る。
　（背景：大学病院を中心とした地域連携を促進するため）
　地域の病院歯科等と大学病院のネットワーク化を進めるためのシステム
の検討を行う。口腔検査センターの構想を少しずつ実現化する。
３）　各専門診療科は増収に努めるとともに、患者サービスの向上により利
用される病院を目指す。
４）　デジタル化に対応した医療情報システムならびに診療体制の充実を図
る。
５）　臨産学官の連携によって、研究成果を医療や産業へ展開する。

【総括記述欄】

　③-2　目標とする（重要視する）客観的指標

③社会貢献(診療を含む)領域 自己評価


